
 

  

事業名 

上京アーカイブ 実施団体  

上京アーカイブ 
 

■活動について 

寺社・茶道・能狂言・伝統工芸・祭礼や年中行事が盛んであるなど、高い文化地域である上京区。 

しかし近年それらが急激に減少し、時代への継承が困難になりつつあることから、上京区内の文化・暮らしの風景を画像や付随する情報をアーカイブ化し、 

それらを利用して継承を促す活動を行います。 

今回は「地蔵盆」をテーマとして資料の保存方法から検討、集まった資料を見ながら交流し、新たな情報を発掘していきました。 

 

【実施内容と写真】 

 

 

 

 

 

 

 

▲平成２９年９月４日 第１回上京!MOW にて事業提案と仲間づくりの呼びかけ。 

 

▲１０月５日 第 1回勉強会開催。  

≪資料の集め方から見せ方、必要な設備を揃える方法について京都市文

化市民局文化財保護課・福持昌之氏より話を聞く。≫ 

 

◀１０月２２日第２回勉強会開催。 

≪実際に資料としての写真を集め、「北摂アーカイブズ」に公開活用している豊中市立岡町図書館の 

西口光夫、上杉朋子両氏から話を聞く≫ 

 



 

 

 
勉強会や交流会では、まだまだ話足りず時間オーバーをするほどでした。次回開催計画を立てなければならないと考えています。 

地蔵盆は地域により本当に様々で、上京区の中でさえ、諸条件や環境で開催が難しいこともあると知りました。それぞれの努力が

垣間見える行事であると実感。その中でも少しでも子どもたちや町民のために、よりよい地蔵盆を開こうとしている人たちがいる

ことに気づきました。さらにそれぞれの町が、なかなか他の町の情報を得られない状態があることを、これらの取り組みを通じて

確認できました。 

 

今後の展開： 

上京区内の地蔵盆の写真を少しでも多く収集し、それに付随する情報を取材していくことが大事な活動であると考えることから、

来年度の地蔵盆前に写真募集を行い、その後取材をしていく段取りを立てていけるよう努力をしていきたいです。 

また、成逸学区でまとめられた地蔵盆のファイルや DVD を見て、ほかの学区や地域でもそのような動きが出てほしいことから、

他学区へ地蔵盆の情報収集を勧めることも視野に入れ検討をしていきたいと思います。 

第１部２部を通じて、川田さんが提供してくださっ
た成逸学区の地蔵盆の写真を収めた DVD をディス
プレイで流し、それらの写真も見ながらそれぞれの
地蔵盆のお話をした。大変盛り上がった。 

神谷さんが持ってきてくださった写真パネルを見せ
ていただきました。 

・平成３０年３月７日 「知りたい！となりの地蔵盆 ～上京の地蔵盆を見る・知る・語る～」と題し、座談会と意見交流会開催。 

第１部：学区内の地蔵盆の写真とデータをまとめている成逸学区から川田雄二さん、京都市内外で地蔵盆の写真を撮っておら

れる神谷潔さんをお招きして代表の鳴橋と情報を出し合った。 

第２部：参加された約１０名の方とそれぞれの地蔵盆について話をしていただき、情報交換。 

最後に参加したくださった方々の地蔵盆についての聞き取りをさせていただけるようお願いをして閉会。 

まさに「写真を見ながら地蔵盆の情報を互いに出し合う」という目的を達成できたように思う。 

 

募集案内チラシ 


